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登米市環境マネジメントシステムの概要 

１ ISO14001 とは 
ISO14001 とは、 さまざまな分野において、 世界共通の規格・基準の制定を行う NGO （非 

政府組織）である国際標準化機構が制定した環境マネジメントシステムの国際規格です。 

環境マネジメントシステムとは、企業、自治体などの組織が環境に与える影響を継続的 

に改善するための仕組みをいい、計画（Plan）、実施及び運用（Do）、点検及び是正処置 

（Check）、マネジメントレビュー（Action：経営層による見直し）の PDCA サイクルを繰 

り返しながら、継続的な改善を図っていくものです。 

ＰＤＣＡサイクル 

２ 環境マネジメントシステム導入のねらい 

環境マネジメントシステムの導入の目的は、当然のことながら市の業務に伴って発生す 

る環境負荷を低減することが最大のねらいとなります。加えて、市が実施している環境の 

保全及び創造の取り組みについては、環境をより良いものにしていく取り組みであり、こ 

れらの取り組みを更に進めていくこととします。 

環境負荷の低減 

・省資源、省エネルギー、廃棄物削減の取組 

・公共工事における環境負荷低減 など 

環境の保全及び創造の推進 

・ 「登米市環境基本計画」及び「登米市地球温暖化 

対策率先実行計画」に掲げる環境の保全及び創 

造に関する施策の推進 
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３ 環境マネジメントシステムの導入により期待される効果 

(1)地球環境への効果 

①省エネルギー、省資源、ごみの減量などを推進することにより、環境への負荷を減 

らすことができる。 

②グリーン購入を推進することにより、環境配慮型製品の流通ルートの確保や市場の 

形成に寄与する。 

(2)市民や事業者に対する効果 

①環境保全施策に対する市民・事業者の協力意識が向上する。 

②環境方針や取り組み結果を公開することで、行政の信頼性が向上する。 

(3)市役所内部での効果 

①経営管理の手法を導入することで、効率的な行政運営が構築される。 

②資源やエネルギー使用量の削減により、経費の節減が図られる。 

４ 環境マネジメントシステムの適用範囲 

本市では、環境マネジメントシステムの運用開始にあたり、同システムの確実な運用と 

定着を図っていくために、適用範囲を限定してスタートしています。 

しかし、適用範囲については、計画的に拡大を図り、平成 24 年度の全組織適用を目指し 

ます。 

（1）施設・・・登米市役所南方庁舎 

（2）組織・・・市民生活部（市民生活課、環境課、国保年金課）、福祉事務所（生活福 

祉課、長寿介護課、子育て支援課）、南方総合支所（地域生活課、市民 

福祉課） 

（3）事務事業・・・全ての事務事業 

５ 環境マネジメントシステムの推進体制 

組 織 等 構 成 員 等 役 割 

環境管理総括者 市長 
○環境マネジメントシステムの総合的な推 

進 

環境管理責任者 企画部長 
○環境マネジメントシステムの確立、実施、 

維持 

環境管理委員会 
副市長、教育長、病院事 

業管理者、部長等 

○環境マネジメントシステム全般に関する 

重要事項の審議 
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内部環境監査員 課長等で養成研修受講者 
○環境マネジメントシステムに適合し、 適切 

に運用されているか監査を実施 

環境管理者 課長等 
○各課等内の環境マネジメントシステムの 

掌理、職員の指揮監督 

環境推進員 
所属する課等の環境管理 

者から指名を受けた者 

○環境管理者の指示を受け、 具体的な対応の 

実施 

実
 
行

 
組
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 各課等の職員 

○エコオフィス関係（省エネ・省資源等）、 

公共事業実施における環境負荷削減、 環境保 

全の推進に関する環境目標達成のための具 

体的取り組みの推進


